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はじめに
陸上での人間活動は物質循環の変化を通じて、
集水域からの溶存成分流出に影響している
(Shlesing1ぽ 1997）。本報告では、それらの中でも
(1）森林伐採、。）土地利用変化、（3）大気降下物、
(4）森林火災に関連する既往の研究ならびに自
身が関連する研究フロジェクトの一部を紹介す
る。特に、生態系の必須栄養元素として重要で
ある窒素の動態に注目して論じる。
森林伐採が河川水の溶存成分動態に及
ぼす影響
森林生態系はそれぞれの環境条件に応じた自
律的な物質循環システムを司っている。光合成
に必要な二酸化炭素は大気中の二酸化炭素を利
用するのに対し、必須栄養である窒素やリンは
根系を通じて根から吸収している。その中でも
窒素はもともと大気中に街宣している窒素ガス
(N2）が微生物によって取り込まれ、生態系内部
で循環しているものや、大気降下物として窒素
酸化物やアンモニウム化合物として供給されて
いると言われている。天然条件下での温帯林生
態系の多くは窒素に欠乏しており、生態系の生
産性は窒素制限を受けていると言われている。
そのような、半開放系の森林生態系において森
林伐採という人間活動が生じると、土壌一植生
系の物質循環邑程は大きく変化し、そのアウト
プットである河川水への溶存成分流出量は増大
すると言われている(Likensand Bormann 1995）。
流域レベルでの森林伐採が溶存成分流出に及
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ぼす影響は、 1960年代後半から 70年代にかけ
て行われた国際生物学事業計画(IBP:
International Biological Pro伊 m）の一環としてア
メリカの研究林において多くの成果が挙げられ
ている。中でも北東アメリカのニューハンプシ
ャー州に位置するノ＼ッバード・ブjレック実験林
での長期にわたる伐採影響プロジェクトでは、
が械での森林伐ずお洞｝｜｜への硝酸イオン流出を
引き起こすとともにpH低下が一時的に生じる
ことを明らかにしているσ'ig.1，αiapin et al. 
2002）。
土地利用変化が河川への栄養塩流出に
及ぼす影響
森林から農地あるいは都市への土地利用変化
は生態系の物質循環品程を撹乱し、河川への溶
存成分、特に栄養塩の流出を増加させる。農地
への鰍守的な化学目酬の投与は余君事塵素の溶脱
を促進し、地下水や河川水あるいは下流の陸水
生態系を富栄養化させるといわれている。加求
上の人口増加に伴う食糧増産は必然として地球
全体の窒素循環を加速させ、集約農業を営んで
いる地域からの窒素溶脱を促進させている
(Galloway & Cowling 2002）。地球全体の陸域から
河川、海洋への窒素溶脱量を推定した研究で、は、
人口増加の増加速度が最も大きい北東アジア地
域における海洋への窒素溶脱量が全1求レベルで
も著しく大きいことを示している（Sei回ngぽ＆
Kroeze 1998。



